
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021 年 9 月 1 日     － つくり・うたい・ひろめ・つなぎあう －        第 632 号

（１） 

日本音楽協議会 〒101-0061 東京都千代田区神田三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室  発行人 松本敏之 

TEL  03-3221-1821  FAX 03-6369-3057     URL  http://nichionkyou.org    Email  nichion@yomogi.or.jp 

日
音
協
は
、
今
年
11
月
に
沖
縄
県
那

覇
市
で
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
を
開

催
す
べ
く
準
備
を
し
て
ま
い
り
ま
し
た

が
、
千
葉
県
、
東
京
都
、
沖
縄
県
に
感

染
症
に
よ
る
緊
急
事
態
宣
言
が
出
さ

れ
、
北
海
道
、
福
島
県
、
茨
城
県
、
熊

本
県
が
ま
ん
延
防
止
等
重
点
措
置
の
対

象
と
な
っ
て
い
る
（
８
月
９
日
現
在
。

そ
の
後
緊
急
事
態
宣
言
の
地
域
が
拡

大
）
こ
と
か
ら
、
こ
の
音
楽
祭
を
中
止

す
る
こ
と
と
い
た
し
ま
し
た
。 

こ
の
間
、
開
催
に
向
け
て
さ
ま
ざ
ま

ご
努
力
い
た
だ
い
た
み
な
さ
ま
に
、
改

め
て
お
礼
と
お
わ
び
を
申
し
上
げ
ま

す
。 11

月
13
日
（
14
日
）
に
音
楽
祭
に
代

わ
る
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ
ト
を
活
用
し
た
何

ら
か
の
イ
ベ
ン
ト
を
開
催
す
る
と
い
う

提
案
も
あ
り
、
早
急
に
結
論
を
出
し
て

み
な
さ
ま
に
改
め
て
お
知
ら
せ
し
た
い

と
思
い
ま
す
。 

  

来
年
２
０
２
２
年
の
は
た
ら
く
も
の

の
音
楽
祭
に
つ
い
て
は
、
９
月
３
日

（
土
）
、
４
日
（
日
）
に
茨
城
県
水
戸
市

の
ザ
・
ヒ
ロ
サ
ワ
・
シ
テ
ィ
会
館
小
ホ

ー
ル
で
、
改
め
て
第
53
回
は
た
ら
く
も

の
の
音
楽
祭
と
し
て
開
催
い
た
し
ま

す
。
回
数
の
数
え
方
に
つ
い
て
は
、
さ

ま
ざ
ま
ご
意
見
が
あ
り
ま
す
が
、
昨
年

い
っ
た
ん
は
開
催
を
決
定
し
た
千
葉
で

n
o
 

の
音
楽
祭
を
回
数
と
し
て
は
数
え
な
い

こ
と
と
し
て
昨
年
11
月
に
総
会
で
ご
決

定
い
た
だ
い
て
い
る
こ
と
か
ら
、
引
き

続
き
同
じ
考
え
方
を
踏
襲
い
た
し
ま

す
。
し
た
が
っ
て
、
２
０
１
９
年
の
第

52

回
は
た
ら
く
も
の
の
音
楽
祭
（
秋

田
）
の
次
に
開
催
さ
れ
る
音
楽
祭
と
し

て
、
来
年
水
戸
の
音
楽
祭
を
準
備
し
て

ま
い
り
ま
す
。 

 

感
染
症
拡
大
の
中
、
音
楽
活
動
は
引

き
続
き
困
難
が
伴
い
ま
す
が
、
で
き
る

こ
と
を
工
夫
し
て
活
動
し
て
ま
い
り
ま

し
ょ
う
。 

 
 

 
 

  

（
松
本
敏
之
） 

 

 
 

10 月 16 日さようなら原発集会は中止 
「さようなら原発」一千万署名市民の会とさ

ようなら原発 1000 万人アクション実行委員

会は、10 月 16 日（土）に首都圏集会を予定

していましたが、東京において９月 12 日まで

緊急事態が延期されていることを考慮して、

代々木公園での集会については中止となりまし

た。同実行委員会は何らかの形でオンラインな

どを利用して集会等を考えるとしています。 

さようなら原発 1000 万人署名は８月 18

日現在 8,818,978 筆になっています。コロナ

禍の中にあっても、署名は少しづつ届いていま

す。同実行委員会は、署名は 2022 年１月末

最終集約、次期通常国会で最終提出したいとし

ています。みなさんのお手許で保管している署

名や、お声がけを忘れている方はありません

か？ もう一度声をかけてみましょう。 

2022 年 3 月の全国集会（首都圏集会）

は、３月 26 日（土）、会場を代々木公園Ｂ地

区、けやき並木、野外ステージとして、現在日

程を調整中です。 

 

 

 

 

 

                             日音協のインターネット音楽会 2020 の続編として、サーク

ルの演奏（ライブ、集会、またはこのためにスタジオ等で演奏

したもの）を動画で撮ったものを共有し、広めるための仕組み

として、日音協のインターネット音楽会 2021 を、下記により

立ち上げます。 

                             日音協としてインターネットを活用した取り組みの第４弾と 

                            位置づけます。各支部、サークル等の積極的な応募をお願いい 

                            たします。            （8/11：ＨＰに掲示） 
 

                            記 

 1、支部・サークル・個人等の演奏等の動画 

   A．支部・サークル・個人等の演奏等の動画を日音協に送っていただき、日音協ホームページから YouTube 上で公開 

    します。 

B．サークル・個人については、日音協の会員がひとり以上参加するものを想定していますが、日音協支部または日音 

 協幹事会が推薦するものはその限りではありません。 

C．動画の内容は、演奏に限らず、演劇、演説なども可能とします。ただし、YouTube の規定により公開が禁止され 

 ているものと、日音協幹事会が人権擁護の日音協の基本姿勢に反すると判断するものを除きます。 

D．時間の制限は設けません。 

E．日音協に動画が届き幹事会において準備ができ次第、順次公開していきます。 

 2、応募方法 

   日音協にインターネット経由で送るときは、データ便など、送り手がサーバーにアップロードしたデータを日音協が 

サイトからダウンロードする方法がおすすめです。他の方法の場合は、メールか電話でご相談ください。 

事務所所在地 〒101-0061 東京都千代田区三崎町 3 丁目 10-15 富士ビル 505 号室 

インターネットメール：nichion@yomogi.or.jp 

FAX 03-6369-3057 

電話 03-3221-1821 

 3．締切り 2021 年 12 月 31 日（金） 締切りを待って動画を公開するのではなく、1E に記したとおり準備ができ次 

  第、順次公開していきます。また 2022 年 1 月以降は、新しい企画を立ち上げる方向で検討しています。 

http://nichionkyou.org/


 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 9 月 1 日              音 楽 運 動              第 632 号（2） 

              

 

 

 

 

 

 

2021年８月 28日 

 「全国アコニストのつどい」の事務局の岩藤

です。コロナ禍の影響を受け様々な活動に影響

を受けている中で様々な工夫をして活動を続け

ている皆さんに敬意を評します。 

 さて、2021年の「全国アコニストのつどい」

について、先般９月 24日（金）から 26日（日）

までの日程で静岡県・伊東市で開催することで

案内を差し上げましたが、日程も迫っている中

でご迷惑をお掛けして申し訳ございませんが、

今年の「アコニストのつどい」については中止

とさせていただきます。 

「さつき会館」の貸別荘化に伴い「全国アコ

ニストのつどい」の開催について皆さんの意見

をいただいた中で「継続して開催してほしい」

との要望が多かったことを踏まえ、「全国アコニ

ストのつどい」の開催について案内をいたしま

した。８月中旬にはコロナ禍も落ち着き始める

ものと考えていましたが、ワクチン接種は進ま

ず感染者の拡大は止まらない中で医療機関での

入院治療も困難になりつつある現状では感染、

発症時に対応できなくなっています。 

このような状況では、「自己責任」とはいえ首

都圏の近くへ出てくることについて周囲の理解

を得られず参加を躊躇されている方も多いと思

われます。 

 参加者が少ない中でも「つどい」を開催する

ことはできますが、赤字が課題となり今後も「全

国アコニストのつどい」を継続することは難し

くなるため、今年は中止として来年（2022年）

は開催することで講師の窪田さんとも確認をい

たしました。 

 このような苦しい状況の中でこそ交流は大切

な活動だと思いますが、事情をご理解の上ご了

承をお願いいたします。 

なお、来年（2022 年）は、日本音楽協議会

が「はたらくものの音楽祭」を９月の第１週の

土日に茨城県（水戸市）で開催する方向で検討

していますので、「全国アコニストのつどい」に

ついては、９月中の金土日の３日間で開催を計

画いたします。確実な日程は来年の６月頃に発

送をする「呼びかけ」で案内をする予定ですの

でよろしくお願いいたします。 

 

 

 

 

「
灯
り
が
見
え
て
き
た
・
・
・
」
と
か
、

訳
の
分
か
ら
な
い
こ
と
を
平
気
で
言
っ

て
る
ス
ガ
総
理
を
題
材
と
し
た
「
ス
カ
ス

カ
音
頭
」
と
い
う
演
歌
を
つ
く
り
ま
し

た
。 自

民
党
総
裁
選
挙
も
９
月
29
日
開
票

と
い
う
こ
と
で
、
ス
ガ
総
理
の
命
が
ま
じ

か
に
な
っ
て
い
る
と
こ
ろ
で
す
。
こ
の
時

期
に
タ
イ
ミ
ン
グ
が
い
い
の
か
悪
い
の

か
微
妙
で
す
が
、
こ
の
曲
も
開
票
結
果
に

よ
っ
て
は
、
ま
っ
た
く
歌
わ
れ
な
い
「
ま

ぼ
ろ
し
の
曲
」
と
な
っ
て
し
ま
う
か
も
し

れ
ま
せ
ん
。 

そ
れ
に
も
、
め
げ
ず
「
イ
ン
タ
ー
ネ
ッ

ト
音
楽
会
２
０
２
１
」
に
出
品
し
、
こ
の

ど
こ
に
ぶ
つ
け
た
ら
い
い
の
か
わ
か
ら

な
い
や
る
せ
な
い
こ
の
思
い
を
全
国
の

皆
さ
ん
に
聞
い
て
い
た
だ
き
た
い
と
思

っ
て
い
ま
す
。 

 
 

 

（
笠
木
博
逸
） 

 

笠木さん、インターネット音楽会 2021を盛

り上げていただき、感謝いたします。 

しかも、まさに旬を歌い上げた一曲。今秋の

秋祭りはどこも中止でしょうから、『スカスカ音

頭』ネット秋祭り開催しちゃいましょう！ 

インターネット音楽会 2021 に UP しまし

た。日音協 HP から視聴してください。皆さん

いっしょに歌いましょう。      （坂口） 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 9 月 1 日              音 楽 運 動              第 632 号（3） 

 福島県内でもコロナ第５波が猛威を振るう中、７月

３１日福島市飯坂のパルセいいざかで今年の原水禁

世界大会福島大会が開かれた。感染対策の徹底から事

前申し込み制での参加。ＷＥＢ配信も同時に行われ、

日音協としての出迎えや送り出し演奏は残念ながら

できなかったものの県支部からは南條と二階堂の２

名が参加。基調やアピール採択の全体集会の後、第一

分科会の「廃炉と被曝労働」に参加した。 

 復興五輪とは名ばかりで連日のオリンピックメダ

ル報道、その一方で増え続ける感染者数。このような

中で開かれた今年の大会では今年４月に方針決定さ

れた「トリチウム汚染水の海洋放出」問題が大きく取

り上げられた。 

政府・東京電力は「関係者の理解なしにいかなる放

出も行わない」としていた約束を反故にし、２年後に

は沖合までパイプラインを敷設し処理水放出を開始

するという。福島県内の多くの自治体で海洋放出反対

の意見書が採択され、将来にわたり生業が脅かされる

漁業関係者の方針撤回の強い訴えに耳を貸さない政

府への怒りが数多く出された。 

 分科会では第一原発構内で車両の整備工場で働き、

過酷な作業と長時間労働で夫を亡くした奥様から、労

災認定と過労死裁判の闘いが報告された。そこには４

次から５次までの下請け会社で労災申請を行えば、元

請けから仕事が回らなくなる多重下請け構造の大き

な問題が存在していることが提起された。（東京電力

福島第一原発には元請け企業４０社、全企業１５００

社、一日４千人の作業員が働いている。） 

 １９７０年代に私も双葉地方で原発建設反対署名

活動や被曝実態調査に参加した時に「親会社に知れた

ら仕事がなくなる」「原発が危険なのはわかるがその

原発のおかげで飯を食えている」と言われ、何度も署

名簿を返されたことがよみがえった。闇に紛れて人目

を忍んでの被曝実態の聞き取り調査。ようやく見つけ

た作業員のお宅に伺った時、「周りに知られるのでも

う来ないでくれ」と懇願された。建設時でも廃炉作業

でも何年たっても変わらない原発の姿が今も浮かび

上がっている。 

原発事故から１０年が過ぎ、いまだ３万人を超す人

々が避難生活を余儀なくされている。老朽化原発の運

転延長を行い、次々と再稼働をたくらむ政府。原発事 

故で奪われた故郷の海、ようやく試験操業を終え本格

操業が始まろうとしていた海にデブリ冷却の汚染水

を流そうとしている。被災者の生活再建や健康保障が

置き去りにされ、取り残されている。 

「核と人類は共存できない、原発も核も戦争もない

社会の実現」福島大会が１１回目を迎えた原水禁運動

の大切さを強く感じた集会でした。    （南條） 

 

●国に対して責任追及を 

 福島大会に参加して、国が提示してる原発廃炉 

30 年のロードマップは、何の裏付けもないこと、下

請け構造の中で、作業に従事してる作業者の過酷な実

態、廃炉を急ぐと、作業員の被ばくが増えるだけとい

うことを理解した。国に対してのすべての責任追及の

必要性を痛烈に感じた大会だった。国が責任をもっ

て、作業員を守っていかないと、廃炉も進まないし、

放射能をこれ以上放出させない監視活動も必要だと

思う。核と人類は共存できない、原発も、核も戦争も

ない平和な社会の実現が必要だ。高校生平和大使の、

ノーモア・ヒロシマ・ナガサキ・フクシマ の言葉が

強く残った。              （二階堂） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

被爆 76 周年原水爆禁止世界大会は、直前で、広

島大会は広島へ集まらず完全オンラインで開催、長

崎大会も緊急事態宣言または蔓延防止等重点措置が

出されている都道府県からの参加は見合わせるよう

主催者が要請、と開催方法が大きく変更されました

が、開催されました。 

 日音協からは、福島大会２人のほかに長崎大会に

も１人参加を予定していましたが、原水禁国民会議

からの要請を受けて参加を見合わせました。 

福島大会 ７月 31日（土） 

広島大会 ８月５日（木） 

６日（金）完全オンライン 

国際シンポジウム  

８月６日（金）完全オンライン 

長崎大会 ８月８日（日） 

９日（月） 
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そう語ったのは丸木位里の母親の丸木ス

マ。核兵器は人が作り、人が落とした。その

ことの意味を改めて考えたいと思います。 

 核兵器をやめようという、あたりまえの声

を世界的に表出した核兵器禁止条約。日本政

府がその条約に背を向け続けているという愚

行を一刻も早く改めさせる必要があります。 

 人が落とした原爆。丸木俊と位里は『原爆

の図連作』にきのこ雲を描いていません。描

いたのは地上。描かれたのはいのちを希求

し、苦しみ死んでいった、そして生き延びた

人や生き物。そこで殺され、あるいは生き延

びた一人ひとりに物語があり、原爆の図に描

かれた人たちは、私たちに向けて、そのこと

をまなざし続けます。 

 丸木夫妻の被爆証言、ＮＨＫのウェブサイ

トに無料で公開されています。 1989 年に

放送されたそのインタビューの最後に丸木俊

は「若者たちへ」として、以下のメッセージ

を発信しました。 

「今いちばん危ないのは原子力発電所だと思

うんですよね。ちょっと事故が起きたら、日

本列島が相当、被害を受けるじゃないか」 

 危惧は現実になりました。３・１１から

10 年。コロナ禍の中、忘れられがちな原発

の問題。原発は核廃棄物を処理する方法がな

いまま、いまも稼働を続け、廃棄物を増やし

続けています。故郷を一瞬で奪われ、戻れな

い人たちをあざ笑うように。 

 日本はもちろん、アジア、そして世界中の

原発を止める努力が求められています。 

 核兵器の廃絶と原発の停止を求める世界大

会の成功をお祈りします。 

 原爆の図を始めとする丸木夫妻の絵画、そ

して 70 歳を過ぎて絵を描き始め、「わし

ゃ、今が花よ」と言いながら描き続けた丸木

スマの絵を後世に残すために、原爆の図丸木

美術館は大改築の予定です。みなさんのご協

力がなければ実現しません。よろしくお願い

します。 

公益財団法人原爆の図丸木美術館 

代表理事 鶴田雅英 
（被爆 76 周年原水爆禁止世界大会メッセージ） 

 

 

 

 

 

“風”代表：印牧善雄 

昨 2020 年はコロナに明け暮れた一年となってしまいまし

た。私たち歌のあつまり“風”も、２月から８月半ばまで、活

動を休止せざるを得なくなりました。その様な中、８月１５日

から、マスク着用・人同士の離隔距離の確保・１時間以内に換

気休憩を確保し、活動を再開してまいりました。 

そして、１０月には私たちのホームグランドである港区立男

女平等参画センターリーブラホールで、無観客の「団内コンサ

ート」を開いてまいりました。また 12 月には観客数を限っ

て、恒例の「うたう井戸端かいぎ」を開催いたしました。 

これらの活動をもとに、昨年はコロナ禍で延期となってい

て、２月に開催された 2020 年度の「リーブラフェスティバ

ル」に今年も出演してまいりました。 

昨年 10 月に開催を予定していました『印牧真一郎メモリア

ルコンサート：「飛ぶ橇」～小熊秀雄没後８０周年～』は延期

し、今年はコンサート名を、「印牧真一郎メモリアルコンサー

ト：飛ぶ橇を歌う～小熊秀雄生誕１２０年～」と改め、10 月

19 日(火)に、三鷹市芸術文化センター「風のホール」で開催

いたします。 

前指揮者であった印牧(かねまき)真一郎さんは、小熊秀雄の

長編叙事詩「飛ぶ橇」に対してひとかたならぬ思いを語ってお

りましたが、それが実現できぬまま、2017 年 4 月にお亡く

なりになりました。今回印牧さんが、1960 年代に指揮者で

あったアマチュア合唱団で、作曲家林光さんに委嘱・初演した

小熊秀雄の詩による合唱曲「蹄鉄屋の歌」「ゴールドラッシ

ュ」と共に、林光さんの作曲による「アイヌの歌」を歌いま

す。 

ご声援のほど、宜しくお願い致します。 

 
 

 

「飛ぶ橇」の問合せ先 
 

日音協事務所にお願いします。 

TEL：03-3221-1821 

メール：nichion@yomogi.or.jp 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

  

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 9 月 1 日              音 楽 運 動              第 632 号（5） 

 ８月６日（金）、高岡市の「大仏寺」において、原

水爆禁止高岡協議会が被爆者を悼む「被爆者慰霊平和

祈念式」を開催した。祈念式は毎年、原爆が投下され

た６日（広島）と９日（長崎）に合わせ、開催日を替

えて開催されている。 

今年も暑く蝉時雨の中、高岡大仏の前で協議会役

員、市民約３０人が参列し、読経の中で焼香し手を合

わせ、平和を願う気持ちを新たにした。 

 日音協県支部は、開催に先立ち「鳩よ舞い上がれ」

「ねがい」「あたりまえの地球」を歌って紹介した。 

祈念式の最後に参列者全員で「原爆を許すまじ」を歌

って恒久平和を心から願った。 

 私は、毎年この日が来ると、まとばよしおさんの歌

「いちねん」を思い出し口ずさむ。新型コロナ禍の中、

歌う機会が全くない中で貴重な場をいただき感謝で

す。          （富山県支部・磯野友一） 

 

 

 

 

 

※ホームページに UPしました※ 

「核のゴミと原発マネーのブルース」 
詩・曲＝笠木博逸 編曲・演奏＝沼前光典 

昨年、FMCで演奏したものを、歌詞とリズムを修

正し、ロックバージョンでアレンジしました。（日音

協ホームページからリンクを貼っています。） 

ちょうど昨年の 8 月 8日に、寿都の片岡町長が、

高レベル放射性廃棄物最終処分場候補地選定の文献

調査に応募すると表明、翌 9 月に神恵内の高橋村長

も応募表明。 

あれから一年、交付金を金の亡者たちが山分けをし

て汚れた金をゲットしようとしています。 

寿都町長選挙は、今年 10 月 21日告示、26日投

開票予定で現町長の独裁をストップさせるため、ふる

さとを守るため、越前谷氏が出馬を表明。我々も全力

で応援していこうと思っています。 
 

【曲の中に、ソーラン節の言葉が出てきます】 

※その昔、ニシン漁で栄えた寿都と神恵内。当時は、

ソーラン節でにぎわったことだろう。と、いうことで

「ソーラン節」について調べたところ、日本の民謡の

お囃子はヘブライ語がおおいという説にたどり着い

た。●ヤーレン＝「喜びをうたう」、●ソーラン＝「一

人で、俺は」※ソロの原形●チョイ＝「行動する」、

●ヤサエ・エンヤン＝「真っすぐ進む」●エンヤー＝

「神（みんな）と共に」、●サ＝「嵐、困難」、●ノ＝

「願う」●ドッコイショ＝「神（みんな）の力で押し

のける」直訳したら、「私たちは喜びをうたう、たと

え嵐が来ようと真っすぐに進もう、みんなの力で、困

難を乗り越えて行こう」というようの意味にもとれま

す。民謡の掛け声も、まんざらでもないように感じま

す。                （笠木博逸） 

 

 

 

 

 

 

 



 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 
 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

 

2021年 9 月１日             音 楽 運 動              第 632 号（6） 

▼今月の茱萸坂行動はお休みとのこ

とでした。コロナの感染者も減少す

る兆しが見えないようです。という

ことで、今号ではテレビなどでよく

やっているアーカイブスとして「歌

の力が物語るもの①」（2012 年

12 月 1 日：第 527 号）を再掲す

ることとしました。    （佐藤） 

▼70 歳近くのご婦人が病院で/「先

生、肩が上がらないのですが」/「そ

れは 50肩ですね」/「せんせ～い！

また～」/と喜んで帰りましたとさ。 

（飯島小噺より） 

▼65 歳になった某編集者。肩が上

がらない、と整形外科に行ったら

（40 歳でも 50 肩といいます）と

言われた。ヒアルロン酸注入。粉瘤

（老廃物？）もあるので切開手術も

しましょう、と日程調整。仕事も気

にせず、病院がよいの連日です。中

止報告の紙面が続いています。過去

の「音楽運動」を読み直しています。

明日の糧にしたいものです。（佐藤） 

▼笠木です。『ネット秋祭り』いいで

すネ！スカスカ音頭で、「うたうっき

ゃないしょ！」「おどるっきゃないし

ょ！」「わらうっきゃないしょ！」 

▼何とか感染拡大が収まって沖縄で 

音楽祭を開催したい、という気持ち 

とウラハラに、６月中旬（東京の場 

合）を底に新規感染者数が急増、沖 

縄の仲間たちに苦労して準備してい 

ただいた音楽祭も今年はできないこ 

とになってしまいました。「民度が 

違う」と言った政治家がいましたが、 

検疫は検疫になっていないし、濃厚 

接触者の範囲が狭くて 17 都府県で

感染経路不明が 50％を超えている

のは、政府に責任があるとしか言え

ません。怒りをパワーに！ （松本） 
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（146） 

飯島貞親 

本日の首相官邸前抗議行動の参 

                 加者は、坂口さん、森さん、鈴木 

                 さん、田中の４人。私達は集まっ 

                 て準備が整うと直ぐに森さん作詞 

                 作曲「埋められたもの」の練習を 

                 始めた。先週より大分歌えるよう 

                 になったような…危なげな歌声に 

振り向く方もいた。「生まれたての歌なので旨く歌えなくて済みません。

この歌は使用済み核燃料棒の怖さをテーマにした歌です。どうして使用

済み核燃料棒のことを報道機関は無視しているのでしょうね。」と話すと

「そうだそうだ。報道はおかしいよ。維新の会のことばっかり大げさに

アピールして。」「大企業に牛耳られているんだよ。日本は。」と共感し、

何人かが楽譜入りの歌詞を持っていった。 

 人通りが少なくちょっぴり寂しかったけれど、私達一人一人がマイク

を握り、思いを語りながら歌うのを聞いて改めて私達の絆の深さと自己

主張の大切さを実感した。 

 19 時。交差点でいつも通り４曲くらい歌わせてもらった時のこと。

私達の歌集を手に歌う人と、鈴や太鼓を共に響かせる人のなんと多いこ

と。まるで大きな音楽隊さながらで温かく素晴らしい合唱だった。 

 再び人通りの少ない場所で歌に関心をもった２ヶ月ぶりに参加したと

いう若いご夫妻が「あと７分しか無いんだけど。」と言いながら２曲一生

懸命に歌い、ちょうど持っていた絵本「風の中を今日も行く」（発売元/

星雲社）を見せると、次のスケジュールをキャンセルしたようで真剣に

読み「日本は本当におかしいですよね。」と、延々と話し始めた。 

 絵本の内容は大間原発を作るために土地の買収をしていた企業に原発

反対を主張して売らなかった家族が、企業や村役場の陰の圧力で親しく

していた近所の人達に挨拶も会話も拒絶されたという悲惨な内容だ。坂

口さんが「福島も同じよ。何処も同じなのよ。日本は。」と悲しげに呟い

た。 

 デンマークのある島で原発建設案が提案された時、少しの島民が反対

したとのこと。役所の人は「では結論は１年後に出しましょう。」 と言

って原発のプラス面とマイナス面を詳細に調査した分厚い冊子を作り島

民に配布し「よく協議し合って下さい。」と言った。１年後住民投票の結

果、原発は取りやめとなり、風力発電を大企業でなく島民の工場などが

協力し合って作り、島民に必要な電力の２倍も作った。しかも海中の風

車の足下には魚が住みつき漁業も潤っているとのこと。日本との違いに

憤りを感じる。 

 そんな一人一人様々な憤りをもつ官邸前の人達。ある男性が私達のマ

イクを持って、「日本の未来にとって誰を選ぶかしっかりちゃんと考えて

投票しなければいけない。報道に乗せられたら駄目なんだ。」と熱く語っ

て立ち去った。学ぶことの多い夜だった。     （2012/11/23） 

 

 

 

 

 

 

 

 

 


